
 

クラス番号 916 担当教員名 
岡久美子・岡多枝子・野尻紀恵・松下典子・村上徹也 

※個別の担当教員は、SL・CL クラス配属の際に決定 

テーマ 

コミュニティ・ラーニング（CL） 

【SL・CL 共通テーマ】地域に出かけ、見て、聞いて、考えてみよう 
※SL ゼミとの違いは、フィールド（出かけていく地域や組織）の違いだけです。 

ゼ ミ ナ ー ル 概 要 

 

＜特徴＞ 

 ＣＬ型は、地域住民や行政、学校など、地域の多様な個人・組織・団体に関わりながら学ぶゼミです。 

 ＣＬのゼミでは、‘丸ごとの地域’が学びの場になります。ＣＬでは、「どこに行くか」「どのようなこと

を調べるか」「どのような活動をするか」といったゼミの内容は、学生と教員とで相談して決めていきます。

そのプロセスのなかで、学生が地域を多面的に捉えられるように、教員が助言をしていきます。 

※ＣＬ型は、高校「福祉科」「公民」・中学「社会」・特別支援学校教員をめざす人の活動としても最適です。

 

＜内容＞ 

 想定されるゼミの内容（例）： 

  ・町内会・自治会のリーダーにインタビューする。  

  ・社会福祉協議会の職員やスクールソーシャルワーカー、教員など専門職にインタビューする。 

 ・市役所・町役場に行って、市（町）の政策について話を聞く。    

 ・学校などに出向いて、教育活動に関わったり、子どもと地域・学校の問題に取り組んだりする。 

・「まちづくり協議会」や「サロン」など、住民が独自に取り組んでいる地域の活動を見学する。 

  ・地域の行事（祭りなど）に参加する。                        など 

                                         

＜学習計画＞ ※これはイメージです。学生の関心に合わせて随時、フィールドワークを行います。 

 ４～５月  地域を知るための事前学習（ゼミごとの文献学習・討論＋ CL 型ゼミ合同のゲスト講義①）

 ６～７月  活動の企画 
８～９月  地域にでかけて、企画の実施 

 10～11 月 活動のふりかえり（ゼミごとの学習＋CL 型ゼミ合同のゲスト講義②） 
12～1 月  まとめ（12 月：CL 型ゼミ合同の報告会） 

 
教員からのメッセージ 

 
「地域にでかけ、地域から学ぼう」が地域福祉コースのゼミのモットーです。実際に地域に起きている

問題、それを解決しようとして取り組んでいる人たちの思いや願いを、みなさん自身の目で確かめてみて

ください。そして、地域福祉の活動の魅力を見つけてください。 

ＣＬ型は、学生の「知りたいこと」「やってみたいこと」から出発して、学生と教員で一緒につくり上げ

ていくゼミです。楽しく、そして熱いゼミにしましょう。 

 


